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とる事ができる。また、宮沢賢治「銀河鉄道の夜」などから「場所」と「空間」といった定義についての解
釈は作者にとって重要な要素であり時空の形成に基づいているようである。「形象」との関係性については、
ホルスト・アンテスやジョルジョ・デ・キリコを挙げており、展示空間の中にさらなるレイヤーとしての二
重の空間が存在することが空間次元を展開する彫刻としての表現の要素が確立されている。 
発表者の作品及び論文においては、「時間」と「空間」「生成」「出現」「精霊」などについて独自の疑念を
用いて、自身の彫刻作品の背後にある思索を論考し、それを一つの展示作品とともに発表論文としてまとめ
上げた。今後の課題を挙げるとするならばインスタレーションとしての各作品の造形と空間について、より
関係性を明確にすることで、鑑賞者により魅力的な伝え方ができたのではないかと思われた。 
東京藝術大学博士としての十分な水準をもっており、これら判定の結果、本博士総合評価としての作品・
論文を合格とする。 
